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新
旧
で
比
較
し
、
現

状
で
試
算
し
た
時
に
ど
の
く

ら
い
徴
収
額
が
増
え
る
の
か
。

　
　
　
企
業
会
計
の
下
水
道

事
業
会
計
の
増
額
分
は
12
・

８
％
、
約
６
８
３
万
５
千
円

の
増
額
を
見
込
ん
で
い
る
。

ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
プ

ラ
ン
ト
は
改
正
後
も
同
水
準

を
見
込
ん
で
い
る
。

　
　
　
住
民
説
明
会
は
、
何

回
か
行
っ
た
の
か
。

　
　
　
令
和
７
年
８
月
５
日

か
ら
８
日
ま
で
、
下
水
道
区

域
の
口
之
津
地
区
、
南
有
馬

大
江
地
区
、
西
有
家
慈
恩

寺
・
見
岳
地
区
、
深
江
大
野

木
場
団
地
を
対
象
に
開
催
し
、

参
加
者
は
合
計
52
名
。

　
　
　
参
加
者
が
少
な
い
の

は
関
心
が
な
か
っ
た
の
か
。

そ
れ
と
も
料
金
改
定
は
、
妥

当
と
思
っ
て
参
加
さ
れ
な
か

っ
た
の
か
。

　
　
　
１
名
参
加
の
西
有
家

慈
恩
寺
・
見
岳
地
区
に
は
管

理
組
合
が
あ
り
、
年
１
回
の

役
員
会
を
さ
れ
て
い
る
。
２
、

３
年
前
か
ら
役
員
会
の
説
明

会
で
、下
水
道
使
用
料
の
見

直
し
の
話
を
し
て
お
り
、理
解

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
思
う
。

　
　
　
こ
の
改
正
は
合
併
し

て
い
ち
早
く
す
べ
き
だ
っ
た

と
思
う
が
、
何
で
今
回
か
。

　
　
　
合
併
時
に
水
道
料
金

は
深
江
町
と
加
津
佐
町
で
差

が
あ
り
、
平
成
23
年
か
ら
５

年
か
け
て
合
わ
せ
て
い
っ
た
。

平
成
28
年
か
ら
４
年
か
け
て

下
水
道
事
業
を
企
業
会
計
に

移
行
す
る
業
務
や
、
令
和
２

年
か
ら
の
コ
ロ
ナ
感
染
症
の

流
行
で
、
料
金
及
び
負
担
金

の
改
定
に
踏
み
切
れ
な
か
っ

た
。
そ
の
後
、
経
営
が
厳
し

く
な
り
、
今
年
４
月
に
水
道

料
金
を
改
定
し
、
下
水
道
に

つ
い
て
は
今
の
時
期
と
な
っ
た
。

　
　
　
受
益
者
負
担
金
は
ど

の
く
ら
い
下
が
る
の
か
。

　
　
　
一
括
納
付
の
場
合
、

１
件
あ
た
り
15
万
円
の
１
割

で
１
万
５
千
円
下
が
る
。

　
　
　
目
標
と
し
て
は
、
接

続
率
を
１
０
０
に
近
づ
け
て

い
く
と
い
う
こ
と
か
。

　
　
　
下
水
道
の
接
続
に
は

費
用
が
か
か
る
。
下
水
道
に

繋
い
で
い
な
い
方
の
多
く
は

高
齢
者
の
単
身
世
帯
で
、
こ

れ
以
上
の
伸
び
は
見
込
め
な

い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
今
回
の
改
正
内
容
は
。

　
　
　
深
江
衛
生
セ
ン
タ
ー

は
、
し
尿
中
継
施
設
と
し
て

運
営
す
る
た
め
、
令
和
５
年

に
県
へ
し
尿
処
理
施
設
の
使

用
廃
止
届
を
提
出
。
今
回
し

尿
中
継
施
設
と
し
て
の
施
設

区
分
を
明
確
に
す
る
た
め
、

条
例
改
正
を
行
う
も
の
。

（
全
て
討
論
は
な
く
、
採
決

の
結
果
、
原
案
可
決
）
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弁
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【
議
案
第
56
号
】
南
島
原

市
公
共
下
水
道
事
業
等

受
益
者
負
担
に
関
す
る

条
例
及
び
南
島
原
市
農

業
集
落
排
水
事
業
分
担

金
徴
収
条
例
の一部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

【
議
案
第
57
号
】
南
島
原
市

し
尿
処
理
施
設
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

黒
岩
英
雄 

委
員
長

農
林
水
産・建
設
委
員
長
報
告（
概
要
）

・
議
案
４
件
を
原
案
可
決

【
議
案
第
55
号
】
南
島
原
市

公
共
下
水
道
条
例
等
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
衆
議
院
議
員
会
館
内
の
会

議
室
に
お
い
て
「
新
し
い
地

方
経
済
・
生
活
環
境
創
生
本

部
事
務
局
」
の
佐
藤
弘
康
参

事
官
補
佐
を
講
師
に
お
願
い

し
、
新
し
い
地
方
経
済
・
生

活
環
境
創
生
交
付
金
に
つ
い

て
制
度
説
明
を
受
け
た
。

　
新
地
方
創
生
交
付
金
は
、

生
活
環
境
の
創
生
、
一
極
集

中
の
是
正
、
地
方
経
済
の
創

生
、
新
技
術
を
活
用
し
多
様

な
関
係
者
が
関
わ
る
地
域
活

性
を
目
指
す
取
組
で
若
者
・

女
性
に
選
ば
れ
る
地
域
づ
く

り
、
地
方
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

構
想
、
広
域
リ
ー
ジ
ョ
ン
構

想
な
ど
異
業
種
・
異
分
野
・

複
数
自
治
体
の
取
組
な
ど
を

推
進
し
て
い
る
。
南
島
原
市

は
、
本
制
度
を
積
極
的
に
活

用
し
て
い
る
と
の
説
明
が
あ

っ
た
。

　
「
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち

づ
く
り
」
は
、
ま
ち
な
か
の

空
き
店
舗
や
空
き
家
な
ど
の

遊
休
不
動
産
に
つ
い
て
、
起

業
・
創
業
意
欲
の
あ
る
人
材

が
、
新
し
い
使
い
方
に
よ
り

「
ま
ち
」
を
再
生
し
て
い
く

事
業
で
、
地
域
課
題
の
解
決

を
見
据
え
て
民
間
主
導
で
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
起
こ
し
、
行

政
が
支
援
す
る
、
民
間
主
導

の
官
民
連
携
事
業
で
あ
る
。

　
将
来
の
事
業
の
自
走
を
目

指
し
持
続
可
能
な
取
組
と
す

る
た
め
に
は
、
収
益
性
の
向

上
と
、
地
域
の
理
解
・
協
力

を
得
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の

た
め
、
地
元
商
店
街
の
参
加

や
協
力
連
携
を
得
な
が
ら
、

イ
ベ
ン
ト
等
を
実
施
し
て
い

る
。

　
「
う
ま
く
た
の
里
」
は
東

京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
を
通
っ

て
最
初
に
出
会
う
道
の
駅
で

あ
り
、
農
業
振
興
や
観
光
振

興
な
ど
地
域
活
性
化
に
貢
献

す
る
広
域
交
流
の
場
で
あ
る
。

農
産
物
・
特
産
物
販
売
と
共

に
千
葉
県
・
木
更
津
市
の
情

報
発
信
基
地
と
な
っ
て
い
る
。

【
所
感
】

　
本
市
の
課
題
で
も
あ
る
空

家
対
策
と
地
域
活
性
化
の
た

め
、
国
の
制
度
を
活
用
す
る

と
共
に
、
現
状
を
理
解
し
て

も
ら
い
な
が
ら
地
域
の
魅
力

を
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
だ
と
感
じ
た
。

10
月
22
日（
水
）

■
内
閣
府

「
地
方
創
生
推
進
交
付
金

の
概
要
と
活
用
事
例
に
つ

い
て
」

令
和
７
年
10
月
22
日（
水
）〜
10
月
24
日（
金
）

総
務
委
員
会
視
察
研
修
報
告

10
月
23
日（
木
）

■
千
葉
県
館
山
市

「
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ

く
り
推
進
事
業
に
つ
い
て
」

10
月
24
日（
金
）

■
千
葉
県
木
更
津
市

「
道
の
駅
木
更
津
う
ま
く

た
の
里
」

【研修の様子】 
｢高槻城公園芸術文化劇場について」

【研修の様子】 
｢都市再生整備計画について」
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旧
市
民
会
館
の
老
朽
化
に

伴
い
、
総
工
費
１
４
４
億
円

で
、
地
域
の
文
化
芸
術
の
拠

点
と
し
て
整
備
さ
れ
、
令
和

５
年
３
月
18
日
に
「
高
槻
城

公
園
芸
術
文
化
劇
場
」
と
し

て
開
館
し
た
。
高
槻
城
跡
公

園
内
に
位
置
し
、
歴
史
や
自

然
と
の
調
和
を
重
視
し
た
デ

ザ
イ
ン
が
施
さ
れ
、
施
設
に

は
大
ホ
ー
ル
（
１
，
５
０
５

席
）
、
小
ホ
ー
ル
（
２
０
５

席
）
、
大
ス
タ
ジ
オ
（
１
６

８
席
）
、
多
目
的
ス
タ
ジ
オ

10
室
、
カ
フ
ェ
、
駐
車
場
な

ど
が
併
設
さ
れ
て
い
る
。
ホ

ー
ル
の
名
称
は
、
ネ
ー
ミ
ン

グ
ラ
イ
ツ
を
採
用
し
企
業
名

が
入
っ
て
い
る
。
基
本
理
念

は
「
ひ
と
・
ま
ち
・
未
来
が

輝
く
文
化
芸
術
の
創
造
発
信

拠
点
」
で
あ
り
、
市
民
活
動

や
文
化
芸
術
の
発
展
を
支
え

る
拠
点
と
し
て
機
能
し
て
お

り
、
開
館
後
は
、
市
民
参
加

型
の
イ
ベ
ン
ト
や
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
式
典
が
行
わ
れ
、
地
域

住
民
と
の
交
流
を
深
め
る
取

組
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
大
東
市
で
は
、
小
・
中
学

生
の
長
期
欠
席
・
不
登
校
児

童
生
徒
の
増
加
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
大
東
不
登
校

支
援
モ
デ
ル
で
は
、
多
層
に

選
べ
る
不
登
校
支
援
と
し
て
、

魅
力
的
な
学
校
づ
く
り
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
学
習
支
援
、

家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
に
よ

る
支
援
、
教
育
支
援
セ
ン
タ

ー
「
ボ
イ
ス
」
、
民
間
フ
リ

ー
ス
ク
ー
ル
と
の
連
携
強
化

を
掲
げ
て
い
る
。
具
体
的
な

施
策
と
し
て
、
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
の
配
置
、
家
庭
訪

問
、
個
別
指
導
、
教
育
支
援

ル
ー
ム
の
設
置
な
ど
が
行
わ

れ
て
い
る
。
教
育
支
援
ル
ー

ム
で
は
、
子
供
た
ち
が
安
心

し
て
過
ご
せ
る
環
境
を
整
え
、

学
年
を
超
え
た
交
流
や
自
己

肯
定
感
を
高
め
る
活
動
が
実

施
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
教

育
支
援
セ
ン
タ
ー「
ボ
イ
ス
」

で
は
、
学
校
に
馴
染
め
な
い

児
童
生
徒
へ
の
支
援
を
行
い
、

学
習
や
交
流
の
場
を
提
供
し

て
い
る
。

【
所
感
】

　
文
化
や
教
育
の
取
組
は
、

市
民
の
暮
ら
し
や
子
供
た
ち

の
未
来
を
支
え
る
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
を
改

め
て
認
識
し
た
。
今
後
は
、

こ
れ
ら
の
先
進
事
例
を
参
考

に
、
本
市
の
実
情
に
合
っ
た

施
策
の
充
実
に
生
か
し
て
い

き
た
い
。

10
月
28
日（
火
）

■
大
阪
府
高
槻
市

「
高
槻
城
公
園
芸
術
文
化

劇
場
に
つ
い
て
」 令

和
７
年
10
月
28
日（
火
）〜
10
月
30
日（
木
）

文
教
厚
生
委
員
会
視
察
研
修
報
告

11
月
５
日（
水
）

■
長
野
県
千
曲
市

「
都
市
再
生
整
備
計
画
に

つ
い
て
」

11
月
６
日（
木
）

■
山
梨
県
山
梨
市

「
イ
ン
フ
ラ
整
備（
山
梨
市

駅
周
辺
）に
つ
い
て
」

10
月
29
日（
水
）

■
大
阪
府
大
東
市

「
大
東
不
登
校
支
援
モ
デ

ル
（
学
び
へ
の
ア
ク
セ
ス

１
０
０
％
）
に
つ
い
て
」

　
戸
倉
地
区
で
は
、
体
育
館

や
河
川
敷
エ
リ
ア
を
含
め
た

３
エ
リ
ア
を
一
体
的
に
考
え

た
千
曲
市
総
合
運
動
公
園
基

本
構
想
が
令
和
５
年
３
月
に

策
定
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
千

曲
川
の
河
川
敷
を
利
用
し
た

一
体
的
な
運
動
公
園
や
都
市

計
画
道
路
等
の
整
備
を
計
画

し
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で

あ
る
。

　
実
施
に
当
た
り
、
河
川
管

理
者
で
あ
る
国
交
省
千
曲
川

河
川
事
務
所
と
防
災
の
観
点

に
配
慮
し
た
整
備
と
な
る
よ

う
な
協
議
調
整
が
必
要
で
、

道
路
整
備
に
つ
い
て
も
用
地

交
渉
が
難
航
し
、
苦
慮
し
て

い
る
状
況
で
あ
る
。

　
ま
た
、
財
源
確
保
に
つ
い

て
も
国
庫
補
助
金
の
内
示
率

の
低
さ
も
あ
り
、
補
助
金
申

請
の
変
更
（
第
２
世
代
交
付

金
、
防
災
・
安
全
交
付
金
な

ど
）
や
Ｐ
Ｆ
Ｉ
を
活
用
す
る

な
ど
の
検
討
を
さ
れ
て
い
た
。

　
山
梨
市
駅
南
側
整
備
事
業

で
は
、
南
側
へ
の
改
札
口
が

な
く
、
市
街
地
整
備
の
遅
れ

と
い
っ
た
課
題
が
あ
っ
た
た

め
、
以
前
よ
り
地
元
か
ら
の

要
望
で
、
山
梨
駅
南
市
街
地

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
設
立

さ
れ
た
。
実
施
に
当
た
っ
て

は
住
民
と
の
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
る
。
事
業

の
実
施
に
は
、
地
元
住
民
か

ら
の
寄
附
金
を
募
っ
て
行
わ

れ
、
寄
附
者
の
ネ
ー
ム
プ
レ

ー
ト
が
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
横

の
壁
面
に
貼
ら
れ
掲
示
し
て

あ
っ
た
。
住
民
参
加
型
の
事

業
と
す
る
こ
と
で
、
愛
着
の

湧
く
素
晴
ら
し
い
駅
と
な
っ

て
い
た
。

　
ア
ザ
レ
ア
タ
ウ
ン
整
備
事

業
は
、
山
梨
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
ー
を
体
験
す
る
地
域
と

し
て
整
備
を
進
め
て
い
る
。

ま
ち
づ
く
り
に
地
域
の
声
を

反
映
さ
せ
、
実
現
方
策
の
検

討
を
す
る
た
め
、
市
民
参
加

に
よ
る
「
南
反
保
地
域
ま
ち

づ
く
り
の
会
」
が
設
立
さ
れ
、

換
地
業
務
な
ど
地
域
と
行
政

が
協
働
し
て
事
業
推
進
を
図

っ
て
い
る
。

　
長
崎
選
出
衆
議
院
議
員
加

藤
代
議
士
へ
島
原
・
天
草
・

長
島
連
絡
道
路
の
早
期
事
業

化
等
に
つ
い
て
要
望
書
を
提

出
し
た
。

【
所
感
】

　
事
業
実
施
に
は
、
住
民
参

加
に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
が
最
も
重
要
で
あ
る
と
再

認
識
を
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

令
和
７
年
11
月
５
日（
水
）〜
11
月
７
日（
金
）

農
林
水
産・建
設
委
員
会
視
察
研
修
報
告

11
月
７
日（
金
）

■
国
会
議
員
へ
の
要
望


